




Ⅰ.アンケートからみられる全体の傾向と治療目的値 

塩喪失型 21-hydroxylase(21-OH lase)欠損症,50 例リポイド過形成 6例についてデータが

得られた。測定値自体,血清 Na,K,C1 以外はバラツキが大きく,統計学的有意差の検定に適

さなかったので,以下にその傾向と各症例の経過などからみた治療目的値を仮に定めてみ

た。 


